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は じめに

　英文読み や す さ、 読み に くさの 研究 を め ぐっ て は 、 1940年代か らFlesh や Kincaid 等 の

人達 に よ っ て 画期的な試み がな され 、 そ れが 米国 ジ ャ r ナ リズ ム や政府刊行物 の 文章基準

に適用 され た こ と もあ る。 また現 代で もこ れ らの リーダ ビ リテ ィ 測定法が 、 英文難易度 を

数値化 して 行われ ると こ ろか ら広 く利用されて い る 。 しか しなが らRudolf　Flesch の 難易

度測定法に は 段階評 価数植が得 られ るの で 非常 に 理解 しや す い 面があ る もの の 、 そ の 数値

を導 き出す の に係数を含む公式を使 うとい う無理 な面 もあり、 日本の 大学英語教育に その

まま全面的 に利用 して 良い もの か 、 本研究で は疑問を提起 した い
。

　Flesh が 最初 に 発 表 した難易度測定公式の 中身 と して 、 〈1） 1 文の語数 、 　（2 ）接辞

の 個数 、 （3）人物 へ の 言及 回数 、 な どの 要素が 盛 り込 まれ て 係数 を使用 し、 0 か ら 7 ま

で の 段階数値を提示 する 。
つ ぎに flesch改訂版 と して 、 　（4 ）音節数（syllables ）の 要素

を加味 し 、 0 か ら100 まで の 数値に 変換する 難易度測定法に して ある 。 そ もそ も 1文の 語

数 とか 、 接辞の個数とか 同列 で 比較で きない 各要素を 、

一
つ の 数値 の 中に取 り込むこ と 自

体 かな り無 理が あ ると思 え るの で 、 読みや すさの 基準を単
一

の 数字 に 変換せ ず、他の 方法

で リ
ー

ダビ リテ ィ を観察する こ とは 出来 ない か 。 さらに Fleschの 要素の 中で 、 人称代名詞

を含む人物 へ の 言及は 、 それ が読 み手に と っ て は 読み や す さに もな る し、 読み に くさに も

な りうる点で 、 基準に 取 り上げに くい
。 また音節数を難易度 の 基準要素に して い る点は 、

単純に 音節数が少ない ほ ど読み や すい と画
一

的に 処理 は出来な い の で はない か と思 われ る。

田中式 リーダ ビリテ ィ 測定法

　以 上 の理 由に よ り本研究 で は ま っ た く別 の 角度か らの リーダ ビ リテ ィ 測定法を試み る 。

そ して 大学英語 教育に携わ る者の 研究 と して 、 日本の 平均 的大学生の 学習歴や 日本の 英語

教育を視野 に入れた方法を採用す べ きで ある と も考え る。 そ こ で 対象英文を語彙測定の 面

と文法測定の面 に 大 き く分けて コ ン ピ ュ
ータ ー処理 を行な い

、 その デ ータを もとに レ
ーダ

ーチ ャ
ー トの 上 で 各言語材料を相対的に 又視覚的に捉 え る 。 つ ま りあ る英文の 読み やす さ

は 10 段階の 6 だ とか 5だ とか、具体 的数字に よ らず 、 他の 言語材料 と比較 して どの 要素

の 難易度が高い か 、 どの要素で差がほ とん ど見られ な い か 、等相対的な比較を主 体にする 。

具体的に は つ ぎの 各項 目 （ltem）を本研究で 対象と した 。

　 Item1 ． 基本語外の 語 彙 （特有語彙）

日本の ほ とん どの 大学生 は 日本の 中学 、 高校英語教育を 受けて 入 学 して い るの で 、 こ の 日

本の 中等教育語彙 レベ ル を中心 に 把握 して あ る基本語彙 集 と して 『JACET 基本単語4000』
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を取 り上げた 。 あ る英文に JACET4000が どれだ け含まれ 、 また どれだ けの 語彙が基本語以

外か を網羅的に 検索する 。 そ して 英文テ キ ス トに 含まれる基本語外の 単語 （すべ て原形に

修正 し統合 した形）を読 みに くさの 要素と して ltem　1 の 基礎に する 。

　Item2 ． イ デ ィ オム の 出現数

英語学習者 に と っ て 未知イデ ィ オ ム は未知語 と同様の 困難を もた らす 。 イ デ ィ オム構成語

の す べ て が認識で きて も、 イデ ィ オ ム と して 1 ユ ニ ッ ト単位で 見 る と意 味理解で きない 場

合が ある か ら 、 イ ディ オ ム の種類と分量を読み に くさの 要素の 一
っ に す る 。

　Item　3． 文章 の長 さ

1文 に含 まれ る語数で あ る、

一般的に意 味完結する単位 は 1セ ンテ ン ス で あるか ら、 英文

難易度測定 に おい て 、 文章の 長 さ測定 は伝統的で あ り、 自然であ り、 必須で あ ると考 え ら

れ る。 1文章 とは ピ リオ ドか ク エ ス チ ョ ン マ
ー

ク ある い は エ ク ス クラメ ーシ ョ ン マ
ー

クで

完結 し、 そ の後に 2 ス ペ ー
ス を置くもの と定義する 。 すなわ ちコ ロ ン やセ ミコ ロ ンで

一旦

区切 り、 1 ス ペ ー
ス の あと具体例など長い 文が続くもの は、 文の 区切 りとは 見なさない 。

　Item4． 分詞 構文

Valking　along 　 the　strea 皿，　 Tom　sav 　Mary．にある よ うに 、 文頭に分詞 を置 くと副詞節の

主語が何で あ るか探すプ ロ セ ス が生 じる 。 この よ うに 文の 中に省略がある と読み に くさの

要因に な ると思 われ るの で、その 頻度を取 り上げ る 。 したが っ て 意味上の 主語が 異なる時

分詞 の 前に その 主語を置 く、 い わゆ る独立分詞構文は こ こ で はカ ウ ン トしない
。

　Ite皿5． 関係詞

関係代 名詞と関係副詞が出て くると 、 そ の 関係詞の 相当語を確か め っ っ 読 む こ と も生 じる。

単に 文字に従 っ て読み 進め る ほかに 裏作業とも言 うべ きプ ロ セ ス が介入 す る。 特 に非制限

用法に は そ の 必要が大 きい 場合があろ う。 そこ で 関係詞も読みに くさの 要素に入れて み る 。

　上記 の とお り読みやす さに関 し、 対象 とする英文を絶対的な数値に 置き換えず 、 各英文

の 比較を中心 に相対的判断を 目指す 。 これに よ り単
一

の 英文の 読みやす さの 数櫨 は出ない

もの の 、 ある英文は どの 要素にお い て 他の 英文よ り読みやす い か 、 あ るい は読みに くい か

が予測 しやす くなる と考 え られ る 。

対象英文

　高校英語 と して英 語教科書本文 （1 、 H 、
　 nB ）

　大学入試セ ン タ ー
テ ス ト

　英語検定試験 2級 、 me　1級テ ス ト問題

　時事的な英文と して The　Japan　Times
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